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■■キキーーワワーードド：： （1）マサバ 
 （2）耳石 
 （3）初期減耗 
 

■■  ははじじめめにに  
サバ類は水産業において重要な魚種であり、その漁況

予測は漁業にとっては計画的な操業を行ううえで、水産加
工業にとっては在庫管理等の経営判断を行ううえで重要な
情報として用いられる。 
サバなどの魚類は大量の卵を産むが、初期成長が遅い

個体は環境悪化の影響や天敵による捕食により死亡する
（減耗）確率が高いため、漁業資源として加入する個体は、
ふ化した後に好適な環境で高成長を遂げたごく一部の個
体に限られる。このため、新規加入量を基に漁況を予測す
るには、調査船で多数の小型個体を採集のうえ、耳石から
成長速度を解析して高成長個体を選別する必要があり、
多くの時間と労力を要する。 
また、日本で漁獲されるサバ類にはマサバとゴマサバの

2種類があり、これらの外見はよく似ており、特に幼魚以前
の発育段階では見分けることが困難である。しかしながら2
種の資源量や生態は大きく異なるため、漁況予測を行うう
えで、採集した小型個体を区別して解析する必要がある。 
本研究は、サバ類の漁況予測の効率化と精度向上を図

るため、マサバ及びゴマサバ小型個体の簡易な種判別手
法を開発するとともに、マサバ小型個体の発育段階ごとの
初期成長速度を解析し、著しい減耗が終了するサイズを
特定し、新規加入量予測に資することを目的に実施した。 

 
■■  活活動動内内容容  
１．サバ類幼魚の簡易種判別手法の開発 
サバ類幼魚の透明骨格標本を作成して体の内部構造を

調べることにより、体長5cm以上の個体で適用可能とされ
てきた簡易種判別手法（判別指数：第1背鰭第1棘～9棘の
基底長/尾叉長×100、12以上でマサバ）が、体長2～5cm
の幼魚でも適用できることを明らかにした（図1、2）。 
２．マサバの初期減耗過程の解明  
様々なサイズのサバ類を採集し、マサバのみ選別後、

体長により仔魚、稚魚、幼魚、未成魚の4つの発育段階に
区分して耳石に形成された輪紋の幅を測定し、発育段階
区分ごとの初期成長速度（ふ化後4～13日齢）を解析した
（図3）。 
●マサバ小型個体の魚体別初期成長速度比較 
初期成長速度を反映する平均日輪紋幅は、仔魚から幼
魚まで発育段階が進むほど広いことが確認された。 
●成長速度選択的減耗完了期の特定 
漁獲対象となる未成魚と成長を比較した結果、仔魚と稚

魚は成長速度が有意に遅いのに対し、幼魚では未成魚
と成長速度に差が認められなかったことから、幼魚段階
（体長35mm以上）に達すれば、低成長による著しい減
耗が終了し、漁業資源に加入する可能性が高まると考
えられた（図4）。 
今後は、幼魚期以上の分布量を調査により定量化する

ことで、漁況予測の効率化と精度向上が期待される。 
 
■■  関関連連情情報報等等（（特特許許関関係係、、施施設設））  
［1］荒井（2024） 茨城水試研報、49：17-20. 
 
 

耳耳石石のの日日輪輪紋紋幅幅をを用用いいたた  
ママササババのの初初期期減減耗耗過過程程のの解解明明  

図 1 透明骨格標本による判別指数の算出 

農農林林水水産産  

  

図 4 マサバ発育段階別の初期成長 

図 3 マサバ耳石（左）と日輪紋幅の計測（右） 

図 2 判別指数によるサバ類小型個体の種判別 

※本研究は、文部科学省交付金特別電源所在県科学技術振興事業により行った。 
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■■キキーーワワーードド：： （1）米粉 
 （2）デンプン枝付け酵素 
 （3）柔らかさ保持 
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■■  ははじじめめにに  
国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構

略称：農研機構(のうけんきこう)は、我が国の農業と食品産
業の発展のため、基礎から応用まで幅広い分野で研究開
発を行う機関です。研究開発の成果を社会に実装するた
め、国、都道府県、大学、企業等との連携による共同研究
や技術移転活動、農業生産者や消費者への成果紹介も
積極的に進めています。 
米の消費量は毎年約10万tずつ減少しており、水田をフ

ル活用するために米の利用形態を増やすことが重要な課
題となっています。そのなかでも、食料安全保障の観点か
ら、輸入小麦の代替としての米粉の需要拡大が求められ
ています。しかし、米粉を使用したパンは膨らみが小さく、
保存すると硬くなりやすいといった欠点がありました。 

 
■■  活活動動内内容容  
１． アミロペクチン構造と米粉パンの柔らかさの関係 
デンプン中のアミロペクチンの短鎖比率を高くした場合、

デンプンは糊化温度が低下し冷めても硬くなりにくくなるこ
とが知られており、この性質を米品種に導入することで、パ
ンや和菓子の柔らかさ保持に役立つ米粉の生産が期待で
きます。 
２． 柔らかさ保持が期待される遺伝変異の導入 
在来種由来のデンプン枝付け酵素I (Sbe1)活性欠損性

を持ち、米粉製品の柔らかさ保持に役立つ米粉に向く新
品種「やわらまる」を開発しました。 
●育成系譜 
在来種「旱不知D」に多収品種「あきだわら」を5回戻し

交配して育成した品種である。 
●アミロペクチン鎖長分布 
デンプンのアミロペクチン合成に働くデンプン枝付け

酵素Iの活性を欠くため、柔らかさ保持性の指標となるア
ミロペクチン短鎖(重合度6～11)の比率が「あきだわら」よ
り高い(図1)。 
●栽培特性 
出穂期と成熟期は「あきだわら」と同程度で、関東で

は"やや晩"に属す。収量性は「あきだわら」より10%程度
低く、病害抵抗性などは「あきだわら」と同様である。 

３．製パン後の柔らかさ保持性 
パン用小麦粉に「やわらまる」の米粉および「あきだわら」

の米粉を30%ブレンドした2種類のパンを比較すると、外観
は変わらずに製造することができました。一方、パンの焼

成後4℃で4日間保存した場合、「やわらまる」の米粉をブ
レンドしたパンは「あきだわら」の米粉をブレンドしたパンに
比べ、硬くなりにくく柔らかさが保持されました(図2)。 

 
■■  関関連連情情報報等等（（特特許許関関係係、、施施設設））  
水稲新品種「やわらまる」は品種登録出願公表されてお

り、試作していただくことが可能です。希望される方は下記
問い合わせ先までご連絡ください。 
農研機構作物研究部門の2023年の研究成果情報として、 

米粉製品の柔らかさ保持に役立つ水稲新品種「やわらまる」 
(https://www.naro.go.jp/project/results/5th_laboratory/ni
cs/2023/nics23_s02.html）を公開しています。 
 

図１． 「やわらまる」と「あきだわら」のアミロペクチン鎖長 
分布の比較 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２． 30％米粉ブレンドパンの 4℃保存下での硬さの変 

化の比較 

米米粉粉製製品品のの柔柔ららかかささ保保持持にに役役立立つつ  
水水稲稲新新品品種種「「ややわわららままるる」」  農農林林水水産産  
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